
戦時下ギリネト教迫害関係資料にういて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤・．尾，正　人

はじめに

資料収集のいきさつ

迫害の理由とその時期

資料の内容

　1　キリスト再臨信仰と天皇統治の衝突

　ff　キリスト教平和主義と兵役拒否

　皿「神社参拝拒否

　IV　ミッション・スクール　　「

　V　その他tt

おわりに

　はじめに

　ここに一冊の製本された古びた資料がある6－背にはr昭和日本における基督教

迫害確関する資料　1937年頃45年』としるされている。中を開くと国立国会図書

館め用紙に筆写した検事の論告や上申書も，あれば，国立国会図書館調査立法考査

三景あての「宗教圧迫に関する調査報告」が，さまざまの用紙にそれぞれめ筆跡

でしるされたものもある。筆跡と吟えば毛筆で書かれたものもある。資料をくっ

てゆくと鮪を書かれ賭めう’ちすで1・故人になられた三三なりある．この資

料は戦時下の目病のキリスト教に対する圧迫のあとを，戦後まもない時期に資料

として集めたものである．が・もち’うん戦時下の迫害みすべて塗網羅したものでは

ない。むしろその一部にすぎない。また，ここに収められたものは，なんらかの

形で・その後も含≧＜わしい単行本になっているものも多い。しかし，すでに20

数年の年月のへだたりをおいてながめると，’ 送ｿ的価値もいざさが増すものらし

く・近時各方面からの問い合わせもあるので，r参考書誌研究』の誌面をお借り

し・どういう経過でこの資料が集められたか，またどういう内容なのかをご紹介’

して，今後の参考に供したい。　　　　　　．　　・　　　　　　一．

　　　　　　　　　　　　　　　　：　t
　資料収集。いきさつ

昭和23年4月・国立国会図書館が赤塚離宮に創設されてから2ん3カ，月々つた

ころ，国会とはなれていては，なにかにつけて木便だというので，調査局の一部
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職員が議事堂4階の国会分館に派遣された6ところが部屋がないため衆参それぞ

れの議員閲覧室前の廊下に机をおいて仕事をしていた。一私もその一人であった

が，そんなある日，参議院緑風会の高良とみ議員が見えて，戦時中のキリスト教

圧迫の調査を依頼された。高良議員はキリ』スト教めプロテスタントの中でも，ク

エーカーに属していられ，なんでもそのころ米国のクエ吾平ーから，戦時中り春

本におけるキウスト教の迫害，なかでも良心的兵役拒否について報告を求めてき

たので，調査局で調べてほしいということであったと記憶する。

　当時は国立国会図書館といっても，輝ける憲法大臣であっ準金森徳次郎初代館

長の個人的名声と，・赤坂離宮という庶民が足を踏み入れやことのできなかった建

物が図書館に開放されたというもの珍らしさで・やつ・とそめ存在が知らμていた

時代であろたし，国会議員からのレファレンスも，今とはくらべものにならぬほ

ど少なかった。むしろ，ほとんどなかったといってよい。そこで高良議員の調査

依頼についし（も大いにやりましょうということになった。しかし当時の文教嗣法

の調査マンは昨年専門調査員でなくなられた田山三三と，かけ出しの私の二人で

あったから，結局わたしが担当することとなった。

　そして最初は足で歩きまわって資料をあつめ・いもつうヰ！こそれからそれへと

紹介さ．れては面会を求め・聞ぎ出し・記録をつくったように思ワ。

　そこでまず最初た訪問したのが・聖書の日本社主筆の政池仁氏であ9た・三池

氏はもと旧制静岡高校の物琿教授で・満州事変を批判したため退職となり・．シナ

事変が始まったころr基督教平和講』　（向山堂）をあらわして発行停止・罰金刑

になρた無教会キリスト融の伝道者である。，

　政池氏の紹介で自由ケ丘の矢内原忠雄氏をたずね左のは・その付近一帯が停電

の夜であった。なぜ夜にたずねたのか思い出せない。多分電話で家の方に在宅の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ時間をきいて串かけた②であろS6　Hgv）玄関にあらわれた矢内原氏曝「戦時中の

私のことはr嘉信』．に書いておきましたからそれをみて下さいませんか」という

’ζ．とであった。　r嘉信』は矢内原氏の信仰個人雑誌であって，昭和20年12，月号に

「戦いの跡」∫という一文がのってい無いまでほこρ一文も矢内原全集に収めら

れているが，ゼロックスなどと吟う便利なものがなかったそのころのこととて・

そめ旨嘉信』を借りてきて筆写したものがこの製本された画料にも入っている。

　また政池氏の紹介で，西荻窪の伊藤祐之氏をたずねた。伊藤氏は京大で河上肇

博士に師事した人であるが，昭和8年から無教会の伝道者になつ咋人である。そ

して昭和・2年・・月，納醜皓金沢常雄氏ら備灘の司会をしたため・伊藤

氏は家宅蘇をうけ潜視庁や樋局でしばしば繭べちれた・．というの1ま・こ

の講演会で矢内原氏が「目本の理想を隼かすために，ひとまずこの国を葬って下
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さい工と講演し・矢内原氏め東大追放のキメ手になった講演だったからである。

伊藤氏ほその個人信仰雑誌r新シオン』が発禁になったが結局無罪になったとい

う。’

　神田の救世軍の本営に植村少将をたずねたり，立教大学に行って聖公会のとと

をきいたりした・この救世軍と畢公会はともに本部がイギリスにあるため，ヌパ

イ容疑でねらわれたものである。しかし植村少将はこれについて語ることをしぶ，

られ・ついに資料としてのこすことができなかった。

また難の安息神罰教会（セブシスデー）や，神田のホー麻ス教会にも行

った。セブンスデーは東京衛生病院ゐ中に教会があ6て，その一室で梶山積氏に

お会いして検挙された方々の名前などを書きとあた。’このほか，ほうぼう歩きま

わって，いろんな方にお会いした。　　　　　　　　一

　ところが東京以外の調査は文書によ．る照会以二外た方法がなく，昭和23年1Q月27

日付で各方面に調査依頼状を発送して吟る。それはつぎのような文面である。’

　国図実直六八号

　　昭和二十三年十：月二十七日

　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国会図書館調査立法考査局長　印

　　　　　　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　宗融の圧迫に関する調査依頼の件

　　戦時中・貴宗派の諸活動並びに布教者，信者專に対して，軍部及び警察等の

　圧迫又は妨害等の実例がありましたら・誠に御手数ながら簡明に御回答願いま

　す。

　　なお・本調査は参議院議員の依頼により，行なうものであります。

　この調査依頼状を）’基督教年鑑1ζのっている各教派団体や，三目年鑑にのって

いる宗教団体あてに発送したほか，圧迫を受けた：ことが判明している個人あてに

も送った。』

　この調査依頼に対する回答と，さきにのべた足で集めた調査のほかに，その後

おりにふれて収集したものが，以下紹介しようとする資料である。

　埠害の理由とその時期

さて・．こ肥料からもうか厩ることは満州事変∴シナ較，そして太平痒

戦争へと？つく・いわゆる非常時，戦時下におけるキリスト教に対する圧迫の理

由はジ大きζ5っにわけることができる。第1はキリスト教の教義，教理に対し

て，第2はぞの平和主義に対して，第3はヌパイ容疑に対して圧迫がな．されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　一　3　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



る。，そのうち第1の教義r教理についてはr東京刑事地方裁判所検事局の山口弘

三検事がさらにつぎのように分類している。

　「従来我国二発生シタ基督教関係宗教事貌トシテ，澄台社関係，耶蘇基督之新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約教会関係，無宗派基督教（プレマス・ブレザレン）関係，及第七日基督再臨

　関係等ノ事件ヲ挙ゲ得ルノデアリマネガ・下等ノ事件牢特二問題トナリマシタ

　点ハ，第1二，偶像崇拝ヲ排撃スル余り，．皇大神宮ヲ始メ奉リ，．日本ノ神社二

　対シ尊厳ヲ減ズルが如キ言動ノアツタコトデアリ，第2二安息日ノ聖別ヲ強調’

　スル余り，戸旺二徴兵検査ノァッタ舎営二野ゼズ，又第七日安息説ヲ採ルモノ

　ガ，毎土旺目子弟ヲ国民学校二丁サザル等ノ所為ノアツタコトデアリ，，第3二

　現世的終末観ノ信仰デアリ，：第4昌，エホ囲又ハキリストヲ統治者トスル現世’

　的地上神ノ国実現ノ信仰山外ナラナイノデアリマス。」＜「日本聖教会（日本基

　督教団第6部）治安維持法違反被告事件論告要旨」〉

　この検事の論告にもみられるように，その教義に対し「〔弾圧を加えられた教派

は，．雄台社，耶蘇基督之新約教会・ノ無宗派基督教，（プレマス・ブレズレン）・安

息日再臨教会（セブンスデー・ナドベンチスト）など，昭和16年に日本のプロテ

ズタントの合同組織として成立した日本基督教団にも加入しなかった小教派，い

わばアウトサイダー的教派であった。，しかし教団の中でも，その：第6部および第

、9部忙入っていた旧ホーリネス系．o再臨を強調する教派は弾庄されている。

　第2の平和主義は，さきにのべた政池県勢や矢内原忠雄氏の例でもわかるよう

に，内村鑑三の非戦論の伝統をうけた無教会主義キリスト判り中にうけっがれ

て，欧米で平和主義の教会といわれるクエーカーなどが，日本ではマ、わゆる平和
　　　　　　　　　　　　く教会の役割を果たしえなかった。』それはクエ円鞘「一の高良議員自身がクエーカご

以外の調査を求めてこちれたことでもう塗ずくことができよう。しかし無教会の

場合は教派，団体を組織せず，寺小屋式に，矢内原，政池といった信仰φ師を中

心とする小集会であっ・たためブその平和主義に対する圧迫も，それぞれの指導者

個人にむけられたものであって，一斉検挙という形はとられていない。また無教

会の指導者の中でも平和主義ρ立場をとらない人々もいた5

　こ．の無教会の平和主義は，反戦的な言論を各指導者が主筆となっている雑誌等

に発表するという形をとったが，』 ｻれがさらに一歩すすむと，良心的兵役拒否と

いう・ことにな乙。こみ良心的兵役拒否を実行した者は，矢内原氏の『嘉信』の読

者であった石賀修氏と，燈台社関係の人々である。燈台社はたんに反軍的という

のみでな≦・地上の国家的権威を原翠的につよく否定する立暢塗とっていたた

め，もっとも酷烈な弾圧を受けた6

　第3のスパイ容疑鉢，すでにのべたように救世軍と聖公会に主としてむけられ
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たが，もともと欧米の宣教師とρながりの深いキリスト教そのものが，親英米，

スパイ容疑の目でみられていた時代であった。

　しかし，ある教派に対する迫害の理由が，この三つに画然とわかれているので

なく，反戦的教説と神社参拝拒否とか，再臨信仰とスパ≧容疑といったように，

いくつもからみ合っているのがふつうである。・

　またキリスト教に対する迫害を時期的に概観すると，つぎのとおりである。

　昭和8年　燈台社の第1次検挙（これはヒトラーがドイツ国内の燈台社を弾圧

　　　　　　したのと呼応して行なわれた）。

　　　　　　美濃ミッションめ神社参拝拒否に対する迫害。

　昭和12年’矢内原忠雄，藤沢武義，浅見仙作，政池仁など無教会の平和主義に

　　　　　　対してシナ事変ごろから圧迫が加わる。・

　昭和14年　燈台三三2次検挙6

　昭和15年　救世軍の検挙。

　昭和16年　耶蘇基督之新約教会の検挙。，

　　　　　　プレマス・ブレズレン第1次検挙。tt　・　　　　　　　　　・

　昭和17年　プレマスrブレズレン第2次検挙。

　　　　　　日本聖教会（日本基督教団第6部）の検挙。

　　　　　　きよめ教会・国本自由基督教会（目本基督教団第9部）の検挙。

　　　　　　目送聖公会の検挙6

　昭和18年，安息目再臨教会の検挙。、

　まとま？たものと「しては一応こめよう．にとらえることができるが，そのほかに

も個人として検挙されたものも多く，それについてはのちにもふれる。

　資料の内容

　つぎに資料の内容について紹介する。ところで一一・L・応製本された順序に番号がっ

けられているから，まずその目次をしるしておこう。

　1　日本聖教会（日本基督教団第6部）治安維持法違反被告：事件論告要旨く東

　　京地裁検事　山口弘三〉
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聖教会弾圧：事件の真相く車田秋次〉

上申書く泉田精一〉

全本自由基督教会く安部藤夫〉

キリスト兄弟団く千五郎〉

目本ホーリネス教団く荒原諸兄麿〉

安息目再臨教会
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1
1
1
2
1
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1
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1
5
1
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1
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1
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1
9
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0
2
1
2
2
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2
5
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6
2
7
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8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
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きよめ教会

日本聖公会

戦の跡（嘉信・昭和20年12月号）〈矢内原忠雄〉

無教会（札幌）〈浅見仙作〉

tt

IT

．　11

11

　　　　11
　　　燈台社事件の弾圧と虐待顛未報告書く明石順三〉

　　　耶蘇基督之教会く野中一考男〉

　　　　〃　’　〃　（八王子）〈橋本義夫〉

　　　プレマス・ブレズレン〈山中為三〉　　　　　　　　　　’

　　　美濃ミッション〈伊能倉治郎〉

　　　　〃　　、〃　〈菊池三郎〉

　　　金城女専（名古屋）〈市村与市〉

　　　目ノ本女学校（姫路）〈波岡三郎〉

　　　明治学院く村田四郎〉

　　　松江キリスト教会く角井義雄〉

　　　会津イエス団　　、

　　　東北学院く出村剛〉

　　　聖イエス会（平塚）〈神山秀雄〉

　　　キリスト教徒に与ふる公開状く神奈川県維新特攻隊〉

　　　キリスト信愛会小金井教会

　　　渋谷目蓋基督教会く尾島真治〉

　　　月本基督改革派教会く常葉隆奥〉

　　　関東学院女専く相川高秋≧　　　　　　．　　　tt

　　　宗教問題研究所く浜田本i悠〉

　　　「非常時局に対する宣言」〈小倉基督教聯盟〉

　　　教団成立の事情く基督教新報〉

　　　思想月報　昭和1S年6月号く司法省刑事局〉

　（以下紹介のさいこの資料番号を利用させてい咋だく）

　さて，これら資料を迫害理由別のい．くっかのグループにわけながら紹介してみ

，よう。

（米子）〈藤沢武義〉

（武庫）〈黒崎幸吉〉

（東京）〈長谷川周治〉

（〃），〈金沢常雄〉

（鹿屋）〈イシガオサム〉
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　1　キリスト再臨信仰と天皇統治り衝突

　資料番号の1から8までは，ホrリネス系教会および安息日再臨教会など，キ

リス・1・再臨の信仰を特に強調し，た教派であって，昭和17～18年に検挙をうけてい

る。

　旧ホーリネス教会は昭和8年分裂し，日本聖教会ときよめ教会となり，さらに

日本基督教団が成立した昭和16年に，聖教会はその第6部となり，きよめ教会は

日本自由基督教会とともに第9部を構成した。・

　資料1の検事め論告は，この聖教会に対するものであるが，

　1　結論　2　検：挙の端緒，3　本件事案の成立，4　日本聖教会の教理，5

宗教：事犯と基督教，’6　情状，7　求刑

と展開され，かなり長文のものであって，当時の検察側の考えがもっともよくわ

かる資料である。一またこれは聖教会に対するものであるが，きよめ教会や安息日

再臨教会に対するものと同一の理論づけと見てよいと思われる。

　その結論はキリスト再臨の信仰は天皇統治と矛盾する国体変革の危険な信仰

で，治安維持法第7条に違反するというものである。

　注・治安維持法弊7条国体ヲ否定シ又ハ神社若ハ皇室ノ尊厳ヲ冒漬スヘキ事項ヲ流布

　　スルコトヲ目的トシテ結社ヲ組織シタル者又ハ結社ノ役員其ノ他指導者タル任務二従

　　事シタル戸口無期又ハ四年以上ノ懲役二手シ情ヲ知りテ結社二加入シタル平体ノ〉結社

　　ノ目的遂行ノ為ニスル行為ヲ為シタル者バー年以上ノ有期懲役目処メ。

　じつは，この検事の論告と，資料2の「聖教会弾圧事件の真相」，資料3の泉

田牧師り「上申書」が，どうして筆写されてこの資料集に入ったものか，さだか

に思い出せない。私の記憶では，．どこからかホーリネス系の弾弓記録を出版しよ

うとしてある書店に原稿がもちこまれたとき，この資料1～3だけをお借りして

筆写させてもらったように思うが，このたびその書店主に問い合わせたところ，

記憶にないという。もちろんその原稿はそのままの形で出版はされなかったよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
である。

　資料2は，聖教会の会長であっだ車田秋次牧師・が事件から6年たった昭和23年

ごろ回顧して書かれたもので，検挙当時の情況，起訴された41名の氏名とその判，

決一覧検挙の理由や起訴猶予となbた14名の氏名等をしるしている。

　資料3は，昭和19年11，月，当時獄中にあった泉田牧師が書いた上申書である

が，戦後に書かれた車田牧肺の回顧録が勇気に満ちたものであるのにくらべ，む

しろ離の卸膿い．

　資料4は，目本基督教団成立のさい，きよめ教会とともにその第9部に入った

日本自由基督教会の理事長・安部藤夫牧師が毛筆で書かれた報告である。それに
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よると）．牧師らの検挙後・各地の教会・託児両が閉鎖され，信徒の転向強要，書

籍押収とつづき，失職転職満州への開拓移民になったものもあり，発狂死亡

者も2名出たという。安部牧師は懲役2年，執行猶予4年の判決をうけ，控訴せ

ず服罪している。安部牧師の義弟の宇南山牧師も仮出獄後死亡した。

　資料5は，「もときよめ教会の森五郎牧師の報告である。検挙された者の留置期

間は3カ月～1力年，拘置所を通算すると約2年前後であった。その結果受刑者

は5名．（うち2名は獄死）1執行猶予9名，起訴猶予8名，不起訴5名，’ ﾆ訴2
名（これらのうち仮出所後死亡2名）であったrまた閉鉢された各地の教会とそ

の備品；書籍等も処分されたと報告にある。

　資料6は・ホーリネス教会の荒原諸兄麿牧師からのけい紙一枚にしるした報告

であって，布教者が天皇とキリストの関係で投獄されたこと，教会は解散させら

れ，布教者の免状や書籍，建物が没収されたが，この報告を教会迫害者に対する・

追放の資料に利用せず，戦災教会の再建資料にしてほしいとのべて埜る。、

　資料7は，安息日再臨教会のもので，国立国会図書館の即けい紙2枚に，私の

字で検挙された人々の氏名，居住地，牧師・信徒別，判決等をしるしている。こ

’れは同教会の梶山積氏からお聞きさしたものである。それによると，．t服役者10名

（うち3名獄死），執行猶予25名，留置場勾留のみ6名，計41名となっていて，

検挙は北海道から九州に及んでいる。

　資料8は，やはり国立国会図書館のけy・紙3枚にわたって，’きよめ教会の検挙

された牧師らの氏名・居住地・絢醐間等をしるしたものであるが，い罪なっ

てはだれから聞ぎとってしるしたものか悪い出せない。これによると検挙された

者55名◎ほとんどが8ヵ月以瑠置さ糺うち平・名が1晦ら4年の刑を劉ナし

ているQ　　　　　　　．　　　　・’　　　　　　　　　　t／’

　以上ここに紹介した資料1，～8は，いわゆる旧ホーリネス系と安息日再臨教会

関係のキリスト再臨信仰のゆえに迫害を受け，量的にはもっとも多い約150名に

及ぶ牧師，信徒の検挙をうけた教派に関する資料であるが，これらの迫害の全ぼ

うをとちえるのに足る資料とは言いがたい。そこで次の資料等きも参考のために

しるしておく。　　　．　　　　　　　　’

　・1　米田豊：，高山慶喜共著r昭和の宗教弾圧一戦時ホーリネス受難記』　（昭和

　　39年刊，、198．3－Y757　s＝これは国立国会図書館の図書請求記号，以下同じ）

　2　米田勇「大東亜戦争下における基督教の弾圧」（『思想』昭和34年2，月号）、

　3　米田勇「ホ・一一リネス教会弾圧の下で」（r福音と世界』昭和36年6．月号）

　4　tt竹森一男著『秘録，一昭和キリスト教の受難』　（昭和47年刊），

　資料26は，松江イエヌ，キリスト教会牧師・角井義雄氏の報告である。それに

　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　一　t，



よると昭和17年6月のホーリネスー斉検挙のさい，家宅捜査を受け，”書籍手紙

等を押収され，「キリストの再臨を信じた故に天皇に対する不敬なりとして仕末

書をとられた」という。

　　：1］1キリスト教平和主義と兵役拒否

　　つぎはキリスト教平和主義と兵役拒否に対する迫害であるが，無教会キリスト

教と燈台社関係が主としてその対象になる（つぎの神社参拝拒否のところで紹介

するプレマス・ブレズレンにも，戦戦的立場が検挙め一つの理由にされているが，

・一桙ｱこ・にふくめない）。

　　そこで資料10～17および19にわたって紹介する。

　　資料10は，・矢内原氏が戦後まもない昭和20年12，月号のr嘉信』．に「戦の跡」『と

　して発表したものの筆写である。その内容は満州事変以降軍国主義の道をすすん

だ日本の方向に，っぎつぎと批判を加えた結果，ついに東京大学を追放され，・さ

　らに矢内原氏の個人的信仰雑誌『嘉信』に．も廃刊の圧迫が如おった。にもかかわ

　らずこれを拒否しつづけ，薄田警視総監に面談して意見書を手渡しだという。
v

　「嘉信は形小なれども国民の良心也，国の柱なり，嘉信を廃するは国民の良心を

覆し，国の柱を除くに等し」とその中にのべている（戦後，「私はこの「意見書」

　を警視庁の中でさがしてもらったが見つからなかった）。

　　注・r嘉信』にのったこの「戦の跡」は矢内原全集第26巻に収められている。、（081．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　一Y545y）

　　資料11は，北海道札幌の浅見仙作氏の報告であって，やはり浅見氏の平和主義

　に対する弾圧である。昭和12年1Q，月，浅見氏の発行していたr喜の音』、（77号）

　が「全篇平和の文に充ちて書きしところ」，特高，憲兵，検事局へ11回呼び出さ

　れ，発行停止，．罰金処分になった。また昭和18年7月から19年2月まで札幌警察

署に留置された。浅見氏77歳の時である。反戦思想とキリスト再臨信仰は国体に

抵触し，神社参拝をしないのは皇室，神社を三三するという理由である。その結

　果懲役3年の判決をうけたが大審院に上告し，日調和20年6．月無罪の宣告をうけ

　た。

　　注・浅見氏のこの報告は，，さらにくわしくr小十字』（浅見仙作著，昭和27年刊，198。9

　　　一一A875　s）にしるされている。

　　資料12は，米子の無教会伝道者・藤沢茸義氏の報告である。矢内原氏が昭和12

年9月号のr中央公論』に「国家の理想」を寄稿して削除処分をうけたその8．月，

　矢内原氏は藤沢氏と共同で鳥取県で聖書講習会を開いた。その直後に藤沢氏は検

　挙され，講習会出席者全員が取り調べを受けた。藤沢氏はやはり個人的伝道雑誌
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　r求道』を発行し，非戦論を唱えて前後12回発禁処分をうけていた。藤沢氏はの

ttち起訴猶予になってい凱

　　注・藤深氏については，同志社大学人文科学研究所編r戦時下抵抗の研究一一t一キリスト者．

　　　・自由主義者の場合』第1巻の中に篠田一人氏が「無教会主義キリスト老の抵抗一藤

　　　沢武義を中心として」の題のも一とにくわしくしるされている。（363．021LLD98　s）1

　資料13は，無教会の伝道者であり高名な聖書学者であった黒崎幸吉氏の報告で

ある。内容は黒崎氏の信仰個人雑誌r永遠の生命』が，昭和6年ごろから時：事問

題を論ずるごとに再三注意をうけるようになり，昭和12年からは数回発禁や1ペ

ー2削除の処分をうけ・．昭和15年には「ヒトラーめ『我が闘争』を読む」という

一文のゆえ1こ発行停止，廃刊年追いこ・まれたこと，昭和17年1，月『復活の生命』，

≧して復刊したととろ，直ちに発行停止となり，やむなく藤本武三三のr旧約』

に寄稿していたが，そのため藤本氏は警視庁にしばしば出頭を求められ，削除を

うけたという。，黒崎氏にとって雑誌の発行停止は生活手段の一部を奪われること

であったとのべている。

　資料14は，やはり無教会のクリス≠ヤンである長谷川周治氏め報告である。長

谷川昏は平信徒の実業家であった魁　「戦争を阻止せんとする一念やみカミたく工

自宅を平和舎と名づけ，「戦争の非なることを唱導」する書籍を刊行し，昭和18

メ》19年たびたび憲兵隊に調べちれ，ついに拘引もされている。また警察に勾留さ

れて吟る山形県の鈴木弼美・渡部弥一郎氏や兵役拒否をしk，石賀面上を訪問した

り，その家族を慰問している。

　　注・長谷川氏の報告にある山形県め鈴木，渡部両氏は，翼賛選挙（昭和17年）にさい

　　　し，鈴木氏らの住んでいた山形県西置賜郡津川村の投票場では，神棚に敬礼してから

　　，投票するヒとになっていたが，二人とも神棚に敬礼しなかった。糞た鈴木氏の言動が

　　　尋だんから反戦的であったため密告され，・昭和19年6月置ら20年2月まで米沢警察署

　　　に勾留された。鈴木氏巌現在基督教独立学園高校長である。

　　　　この鈴木，渡部氏に対する迫害については，．鈴木弼美氏がr聖書の沼本』昭和21年

　　　12月号に「獄中証言」としてしるしていられる。

　　　　また昭和47年5月10目毎日新聞「この入』と」欄に「特高警察につかまる」のタイト

　　　ルで鈴木氏の対談がのせられている。・

　資料15は，矢内原忠雄，黒崎幸吉氏らとともに東大法学部を出てから無教会キ

リスト教の伝道者になった金沢常雄氏の報告である。金沢氏の個人雑誌r信望愛』

の昭和12年11月号が反戦思想を宣伝するというので発禁どなり，金沢氏は警視庁

の特高や検事局で取調べを受けたが，結局不起訴になった。

　資料1甲ち兵役拒否をした石賀修氏の報告である。．しかし石賀氏は巻紙に筆で

書いたこの報告の中で「私個人については何ら迫害妨害を受けた事実のないこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一10一



をお答えいたします」と書かれ，「むしろ信仰の師たる矢内原忠雄先生」や’「平’

和舎の名の下に出版をなし居られたる長谷川周治氏」について調べてはどうがと

結ばれている．。　　　　　　，　　　　’　　　　　㌦　　　　、

　注・石賀修氏は，岩波文庫のラーゲル，レーブ著rエルサレム』の訳者であるが，その第

　　・2部（949．　8一一cL　17　j－1）のあとがきに，簡閲点呼に応ぜず兵役を拒否するため憲

　　兵隊に自首したことにふれられている。石賀氏は’War　Resisters　International（戦

　　争抗止者インターナショナル）のメンバーであり，のち『神の平和一兵役拒否をこえ

　　て』（昭和46年刊，・Y86－393）をあらわして，東大の学生であった昭和6年か躯さ

　　らに昭和18年に憲兵隊へ自首したときをふくめ，．昭和20年までめ経過を，日記をもと

　　にくわしくしるざれている。またr文芸春秋』昭和41年3月号に「憲兵と兵役拒否の

　　間」という一文をのせていられる』さらに日本友和会話r良心的兵役拒否』（昭和42年

　　刊，一391．2一一N691　r）にも，阿部知二『良心的兵役拒否の思想』（昭和44年刊，　A651－4）

　　にも石賀修氏のことがふれられている。またイシガ・オサム『Heiwa　o　motomete』

　　（昭和46年刊，GK62一一8）もある。

　資料17は，燈台社の報告である。燈台社はアメリカに本部があり’，The　Watch

－tower，　Bible　and　Tract　Socie毛y　というのが正式の名称である。正統的なキリ

スト教からは新興宗教の一つとみられ，むしろ異端視され七いる。それは燈台社』

が三位一体を否定．し，キリスト崇拝も偶像礼拝とみなすからである。ここから当

然神社も偶像としてその参拝を拒否し，国家制度も国家の支配者を神として崇拝

・させるゆえに杏面すべきものとなり，国家防衛の軍事力も結局は武将を崇拝させ

ることとなり，これら国家制度，軍事制度もすべて人を神から引きはなす悪魔的

なものということになる。、燈台社の信仰がこういう1ものであるから，戦時下の日
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ本でもっとも烈しい弾圧をうけざるをえなかbたといえよう。資料i7は，一この燈

台社の日本支部前支部長・明石順三氏が20枚にわたってボールペンで書かれた報

告である。内容ほ昭和』8年の第1次検挙で100「 ｼ論の文書伝道者が検束されたこ

と，これがヒトラーのワッチタワー弾圧と呼応して行なわれたこと，また燈台社

の機関誌r黄金時代』がこれ以降しばしば発禁になったことをしるしている。さ

，らに昭和17年の第2次検挙で，日本内地，満州，朝鮮の文書伝道者130海面が検

挙されたζとジそしてそのさいの拷問がいかに酷烈であったかをしるしている。

また昭和13年目応召した東京工大出身の村本一生氏が，不敬抗命のゆえに第1師

，団軍法会議で懲役2年号判決をうけ，、昭和16年出所すると17年には再検挙され，

治安維持法違反で懲役5年の判決となり下獄，敗戦後出獄したという。その間の

虐待拷問はまことに悪魔的であって，．そのプ例として，宮城三拝を拒否したとこ

6，憲兵伍長ともう一人の憲兵が「彼の実父の面前で1時間半にわたり殴る蹴る

の暴行を加え遂に半死半生の状態に至らしめた」と’あう。さらにそめ他の迫害の
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実例がこま旧くしるされている。

　注1・燈台社弾圧事件につY・ては，同志社大学人文科学研究所編r戦時下抵抗の研究一

　　キリスト者・．自由主義者の揚合一』第1巻（昭和43年刊，363．021－D98　s）ρ中に，

　　佐々木敏二氏が「灯台社の信仰と抵抗の姿勢一明石順三ど『黄金時代』一」としてく

　　　わしく紹介されていて，この国立国会図書館の調査報告も引用されている。　　　　　／
　if
　　　　それによると村本一生氏のほか，明石真人，三浦忠治氏らが，入隊はしたものの宮

　　　三拝・御真髄二三崇拝として手巨否し・天皇に忠誠を三三志は毛頭なく・某．

　　　営生活も神の意志に反すると脱営を企て，兵器は殺人器なりといっで返納を申し出た

　　　とある。これは当然軍刑法違反となって軍法会議でそれぞれ2～3年の刑に処せられ

　　　た。ところが燈台社幹部がこれらの抵抗を賞揚したため，明石順三ら幹部の検挙にな

　　　つたという。　、　　　’　一

x　注2・また笠原芳光氏が’r思想の科学』昭和45年10月（107号）に「兵役を拒否したキ

　　　リスト者一明石真人の揚合一」をしるしていられる。そのほか毎日新聞昭和45年10月

　　　！6日夕刊に「戦時下抵抗と現代一浜役拒否を貫いたあるキリスト者をたずねて一」と、

　　　しT（t，村本一生氏訪問記がしるされている。・

　　注3・のちに紹介する資料38『思想月報』昭和18年6月号の55～65ページに，明石順三

　　　氏らの第2審判決がgサられている。

　　注4・第二次世界大戦中のアメリカにおける良心的兵役拒否者のうち約四分の三は燈台　　・

　　　社であったという。『（内田晋「米国における良心的兵役拒否」（rレファレンス』64号’

　　　昭和31年4月）　　　　　　　　　　　　　、　　　　　‘　　　　　　　　　，

　資料19は・八王子の書籍商・橋本義夫氏の報告であって，，r平和主義」という

理由で昭和19年12，月かち20年4，月まで早稲田警察に勾留され，殴る蹴るの暴行を

受けている。どういうルニトで橋本氏に調査依頼をしたか思い出せない。しかし

この報告の中に，のちにのべる耶蘇基督之教会の野中二魯富岳のこともふれられ

ているので，野中氏の紹介であったかもしれない。』・

　資料31は，キリスト信愛会小金井教会からの報告である。昭和20年S月，憲兵

隊から出頭を命ぜ．られ，　「キリスト信者なるが故軍隊に入隊する者に対して非戦

論的な言行あ’り」1と・訊問されkという。しかしその当時はすでに目本の敗色お、

おいがたく，国民の問にも戦いにうんだ空気が強くなっていたはずである。

　　　皿　神社参拝拒否・

　　　神社参拝とキゾスト教をあぐり・昭和！こ入って事件が起るのは，昭和6年，カ

・　トリジク系の上智大学で，学生が靖国神社参拝を拒み，配属将校が引き上げたの

　　が最初である。これはのちにローマ法王庁が妥協の方針を決めたため解決をみ

　　た。
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　ついで騒ぎが起るのは岐阜県大垣市を中心に伝道していた美濃ミッションをめ，

ぐってである。じつは国立国会図書館からの宗教圧迫の調査依頼に対し，美濃ミ

ッションはその一部始終をわざわざ謄写印刷でプリントされ・それを韓告書とし

て数部寄贈．された。表題はr美濃ミッション追満州』A5・115三一ジ・昭和24年

3月1日付。ところがワラ半紙のヒモとじのその資料は，115ペニジもあるかな

りぶあついものであったし，形が小さかったので，ほかの報告とともに製本する

にはなじまなかったため，この資料集とは別に保存されている。

　ともあれ美濃ミッションに対する迫害は，まだ官憲による迫害ではなく，明治

以来キリスト教に対して投げられてきた民衆による迫害のつぶての一つであっ

た。それは昭和8年，伊勢神宮に修学旅行した大垣市の小学生の中に，美濃ミッ

ションの信者の子弟がいて，伊勢参拝を拒否したことが事件の発端であった。そ

こで大垣市の市民が騒ぎ出し，美濃ミ．ヅション排撃運動が県下一円にまきおこっ

た。昭和8年6月以降のことである。

　ついで太平洋戦争前夜に耶蘇基督之教会，プレマメ・ブレズレン等が迫害を受

ける。資料18～22がこれにあたる。しカ≦しこれらも，たんに神社問題だけでな

く，再臨信仰とかキリスト支配と天皇の権威の問題，また反戦的な言動も問題に

されていて，検挙の理由は決して単純でない。

　また，さきにのべたホーリネス系教団が一斉検挙された日より半年まえ，すな

わち昭和17年1月中旬・函館の聖教会系の目本基督教団の教会牧師・野山宗佑氏

が，未決監房でミ自殺したミ乏当局が発表して死体をひきとらせた事件があっ

た。この小山牧師は．「隣組が輪番制で毎朝参拝に行く護国神社参拝を拒否したと

いうので訴えられ」起訴されて未決監房に送られていたものである（米田勇「大

東亜戦争下における基督教の弾圧Jr思馨』昭和34年2月号）。そしてその半年後

にホー・リネスの受難が始まうているので，小山牧師の神社参拝拒否とホーリネス

新旧がなんちかの因果関係があるめではないかとみ：られている。事実ホーリネス

教会の指儲はこの・杣牧師の死を知つ儲雲居いかかる嘩感PたS’うであ．

6（米町「御リネス教会弾圧の下で」r瀦と世界』昭和36郷腸）・

　資料18は，耶蘇基督之教会の野中一町男氏の毛筆の報告である。野中氏のほか

10名の信者が昭和16年9，月に検挙され，野中氏は警察署と巣鴨の拘置所に2カ

・年，多摩刑務所で1年の懲役に服したという。その判決は神宮冒漬罪で懲役2年

半であり，野中氏以外は懲役2年半・執行猶予になった者が3名，そのほかは起

訴猶予となったという報告である。しかし，のちに紹介する資料38の司法省刑事

局『三二，月報』昭和斗S年6，月号（103号）によると・耶蘇基督之新約教会関係』と

して22名が治安維持法違反で判決をうけ，野中氏以外もすべて起訴猶予にならず
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全員懲役2年で執行猶予とな？ている一（同，月報82～84ページ）。また野中氏らの

判決文が同月報45～53ページにのせられてい．るが・　「神宮ノ尊厳ヲ冒濱スヘキ事

項ヲ流布スルコトヲ月的トスル結社ノ指導者タル任務二従事シタルモノナリ」と・

ある。

　注・、野中一魯重氏に関しては一，』同志社大学人文科学研究所編r戦時下抵抗の研究』第2．

　　「拳（363．021－D98　s）の中に，笠原芳光氏が「個人キリスト者の抵抗」の題のもと

　　93．～99ページにしるしていられる。

　　”また野中氏の教会名称は，野中氏自身は「耶蘇基督乏教会」と報告され，当局がわ

　　は「耶蘇奉督之新約教会」と∴「新約」の二字二が入っている。

酬20嬬九マスヴレズレンの岬為三即鮪である．プレマスヴレ・
、ズレンは資料1の山口検事の論告にもあるとおり，当局がわからは無宗派基督教

とよばれ，時には無教会派キリスト教の範ちゅうに入れられている場合もある．

が，無教会とは区別しなければならない。山中氏は昭和17年3，月に検挙され・た

が，その半年まえの16年9，月に第1次検挙があり，各地で14名の指導者が逮捕さ

れ左6曙想月報』昭和18年6月号によると・このうち10名が起訴され・丁4名が．

懲役3～4年・、その他は1～2年半で執行猶予となつk。起訴の理由は反戦的な

言動と神社冒漬と，キリスト再臨による世界支配の信仰が治安維持法にふれたも、

のである。山中氏の報告は大阪刑務所に投獄され，結核にかかり衰弱して執行停

止となって病院に移され・敗戦を迎えたことをしるし．（いる。1

　注・プレマス・ブレズレンについては，前掲∬戦時下抵抗の研究』第2巻の笠原芳光JiE

　　・の論文「個人キリスト者の抵抗」中，77～93ページにわたり，くわしくしるされてい

　　・る。それを読んでも反戦的，反神社的な態度とキリスト支配の信仰が一貫している。・

．資料21は，もと美濃ミッションの伝道師℃あって，のちプレマヌ．ブレズレン

の伝道をしていた伊能倉治郎氏の報告である。’山中氏が大阪で検挙されたと同じ

旧に東京で逮捕さ鋸のち懲役2年半，執行猶予5年になった。刑事の取調べに

「神宮・神社は神で1まない。決して参拝しません」とか「天皇は尊敬するが神で，

はない」とか，、幽・「神社参拝は偶像崇拝であり神に背く行為」と明言したため「非

常二二ツテ・’ヒドク悪罵サレ：マシタ」と報告している。，　　　　　　　，

　資料22は，美濃ミッション牧師・菊池三郎氏の報告である。美濃ミッションは

神社参拝問題で戦っだ教派であるが，菊池牧師はホーリネス教会の牧師もしてい

たため・、ホーリネスの二斉検挙のあった昭和ユ7年6，月26日に名古屋で拘引され、

た。取調ドに対し，「目本の神は偶像である」，「天皇は神ではない」，「キリスト

　　　　　　　　　　ドしの再臨で目凹帝国が滅亡する」とのべτいるが，「国体破壊罪として処刑すべき

なれtt家族多きゆえ起訴猶予！’≒なD、　’昭和18年5，月釈放された。この菊池三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　一一14一　一



斥は・資料8のきよめ教会の被検挙者名一覧の中にも入っているから，再臨信仰

による迫害の方に入れるべきかも知れない。

　r▽’ミッション・スクール

　ミッション・スクールからの報告もいくつかある。ミッション・ズク．一ルは神

社参拝ではほとんど妥協していたから，官憲の圧迫もそれ以上には烈しくな．ら

ず・ただスパイ容疑とか親芽米の非国民二成学校として一般市民から白腹視され

ていた・再晦平和主義神社参拝拒否を強調して弾圧された教派は，おおむね

小教派であって，大学，高専，中等学校等を経営していなかρたので，大きな教

団に属して齢た大部分リミッシヨン・スクールはさしたる迫害は受けていない。

　資料23は，名古屋の金城女子専門学校の市村与市校長からの報告である。戦時

中も宗教行事は一目も欠かさなかったが，昭和14年ごろから圧迫がおこり，憲兵

！隊長が斉教室を検査し・教職員の自宅を訪問して1非国家主義，非写字主義教育

をしていないかと訊問したり，特にスパイ，神社参拝に注意し，聖画をはずさ

せ，、また文部省督学官や軍人がしばしば来校して，校長にキリスト教をすてるよ

う強要したという。さらに寄宿舎に神棚を備えよと迫ったり，校長がキリストを

信ずるのはよいとしても，生徒に教えるなら，投獄か廃校だと警察によばれてお

どされている。おそらくこの程度のいやがらせや，，おどしは多くのミッション・

スクールがこうむったこ、とであろう。

　資料24は，姫路の日ノ本高等女学校の波岡三郎校長からの報告である。この波

岡校長は「思想，言論，出版，集会等臨時取締規定違反との名目にて1力年の懲

役に処せられ」た・という。それは昭和19年4月に検挙され，』5，月判決，岡山刑務

所に服役している。、そして宗教上のこと，対米国の問題，戦争に関する件，天皇

に対する件にっき取調ぺをうけたが「明かにミッション・スクールに対する圧迫

であったことは明瞭であります」と結んでいる。一説によると，波岡氏の夫人が

アメリカ人であり，アメリカの広大な国土と資源をよく知っていた波岡氏が，、県

下の校長会で「目本はアメリカに勝てない」と洩らしたこどばが密告されたとも

いう。’．

　資料25は・明治学院専門学校長・村田四郎最からの報告であう。それにホる≧

「本校においては格別圧迫妨害等の実例は、ありません。戦時中も正規に礼拝をま’

もり基督教に関する学科も支障なく授業塗継続致しました」とある・．、

　資料28は，‘東北学院長・出村剛氏の報告である。これもまた1当学院にては特

別厚意を示さざりしも圧迫を受けた事ありません」としるされている。

　資料34は，関東学院女子専門学校長』・相川高秋氏の報告である。，それには「本
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
校には該当事項炉ありませλ・1．とある。

　これ以外のミッショジ・スクールにも照会を出したはずであるが報告がきてい

．ない。

　V　その他
　以上で，宗教圧迫に関する照会への報告も，おもなところの紹介は終ったが，

．まだ若干これまでの迫害理由別の4っの分類に収まりきらぬものがあるので，こ、

こにまとめて紹介する。

　資料27は，会津イエス団からの報告である。それには「常に不当なる圧迫はあ

りたるも会員一同此の回答にっき相談したる結果キリスト教精神によりr不答』と

意見炉一致したるにづき悪しからず」重ある。

　資料29は，平塚の聖イエス会平塚教会・神山秀雄牧師ふらの報告である。それ

によると「当教会は当時目基教団に属して唇りまし存が，その折り小生の所有の

書籍を調査に参りし位で直接的の圧迫はございませんでした」，と報告している。

　資料30は，その神山牧師に対して，右翼の天照義団出版部から送られてきた

　「キリスト教徒に与ふる公開状」である。その目付は昭和19年12，月8日，文面は

約900学ほどのf枚刷りである。・「吾人がキリスト教を拒否せんとする根本理由

は・その教義が絶対に我が国体と相容れず，即ちエホバを以て礼拝すべき唯一神

となし，日本9）神々をもその下風に立たしめて顧みず，畏多くも御皇室の尊厳を

冒漬するが如き言動を平然と犯しつづあるの一事なり〕どし，また統合された日

本基督教団も「反戦的遊休傍観団体」であり，　「多年米英より補助を受け，敵国

・内応のスパイ的温床たりし事は自他共に認むる所」であるから，教会を；工員寮に

でも1解放せよといっている6しかも神奈川県維新特攻隊の名で書かれていて，目

本の敗戦の日も近いことを思わせる。しかし当時の右翼団体のキリスト教観を示

す文書といえよう。

　資料32は，渋谷日本基督教会牧師・尾島真治氏の毛筆による報告である。この

教会は官憲の圧力1『よる日本基督教団の統合1『も参加章ず，単三教会とレて残

り・彼の書いた「大隊憲兵隊長の質問に答ふ」は10日目に発牽禁止になったとい

う。雑誌や著者に「注意」　「改訂」をうけたことは無数で，国民儀礼も警視庁に

いる時二度ともせず，幼稚薗も雑誌も中，LEを命ぜられたと報告している。、

　注・大阪憲兵隊長の質問とは，昭和13年3月大阪憲兵隊山中平三特高課長が，大阪市内

　　の牧師らに逼った質問状で，1　キリズト教の神とは，2　日本の神に対する見解，

　　3　天皇とキリスト教の神との関係駅4　外国皇帝との関係ジ5．、勅語と聖書との関

　　係，6　教育勅語の教育方針とキリスト教主義教育の差違，など奪問うている。尾島

inL　16　一



v

　　牧師はζの質問状に反ばくしたのであろう。

　資料33は，日本基督改革派教会・常葉獣欲常任書記からの報告である。改革派

教会の一牧師が，昭和17年夏，天皇とキリストの問題で高知県の特高に拘引さ・

れ・天皇のことには以後ふれずに伝道せよといって釈放されたと報告している’。

　資料35は，宗教問題研究所長・浜田本三三からの報告で，研究所機関誌月刊

r宗教公論』が戦時中両3回にわたり，情報烏検閲部から削除を命ぜられたとい

う。ただしこれはキリスト教関係ではない。

　資料36は，九州小倉のキリスト教聯盟の「非常時局に対する宣言」の切抜きで

ある。昭和12年8月の日付があるから，シナ事変ぼっ発直後のことであり，時局

に対する認識を深めるとか，「国民精神の作興に努めるとか，皇軍の慰問をナる，

東亜恒久平和を祈るなどが決議されていて，ひとにぎりの無教会キリスト教の指

導者が非戦の立場に立ってその当蒔発言していたほか，大部分の目本の教会が大

勢順応型であったことを示す資料といえよう。

　資料37は，r基督教新報』第2750号で，教団成立＋年記念号である（昭和26年6

」月23日号）。なぜこの新聞とか，資料36の切り抜き資料がここに入ら1ているのか，

これも思い出せない。多分以上紹介した資料を（最初はもちろん製本せず，ひも

でとじて．いた〉武田清子氏をはじめ，いく人かにお見せしているうちに，これら

の新聞が加わって遍ざれてきて，それを加えて製本したためここに1っているの

であろう。　、’

　資料38は・これまでもたびたび縮介したr思想月幸艮』第1Q3号（昭和18年6A）

である。司法省刑事局の発行で「極秘」と印刷され，取扱注意第478番となって

いる。表紙に貴族院調査部第12課18・』8・21のスタンプがある。

　中脅開くと・左翼関係・子晦拘禁関係・不敬関係に？いで宗教関係民族関

係，その他とわ炉れ，そのうちの宗教関係の中に，すでに¢）べた野中一魯男心の

耶蘇基督之新約教今関係明石順三氏の燈台社関係の判決文があり・また「最近

における主要なる類似宗教関係：事件判決結果一覧表（昭和18年6月30目現在）」

しとして・きよめ教会，目本聖教会，燈台社，ブレマス・ブレズレ≧，耶蘇基督之『

新約教会等の裁判進行病況一覧が出ている。　　　、　　　　　　　　　　　　’

　おわり（こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’　　　　　　・　　．、、　　　ノ

　以上・20数年前に収集した資料を中心に7tt戦時下キリスト教迫害関係資料の紹

介をしたが，キリスト教全体についてしるすとすれば，さらに幻トリック教会，

ロシア正教関係にもふれねばならず，京た外人宣教師の追放，圧迫も除くわけに

はいかないであろう9そのほか迫害をうけても沈黙している人々もあろうし，一ま
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だまだ未発堀のゲースが回るはずである。ただ本四では・一番はじめにしるUた

ように，ここに一冊の古びた製本資料があり，そρ資料の中身に関係する範囲で

紹介を試みたものである。・

　ところで，このたび改めてこの資料を読みかえしてみて，目本のキリスト教，

わけてもプロテスタヒトの，戦時下におけるプロテストが・量的にも・質的にヒ

も，きわめて微弱であったということである。もちろん，ここに紹介したよう

に，投獄されたり，四割ごあった人々も多くあり，獄死した牧師’たちもがなりあ

る．にもかかわらず，プ・テストが弓回ったというの！ま・たとえば日本の植民地

であった朝鮮のキリスト教会の果敢なプロテストと比較する時明らかである。朝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ鮮では！神社参拝拒否のみで1200の教会が閉鎖され・2・000人の牧師・指導者

三富され、うち50名が獄死している（銀善－隠国基督鞠徽＋年史』1968年

刊）。またアメリカでは，すぐ多第2次世界大戦中・良心的某役拒否の道を選ん

・だ青年が7万5千人もいたという・（阿部三二『良心的丁丁拒否の暦想』）q

　ところが，あのイザヤ・ベンダサンも指摘するように，反戦平和のチャンピオ

ンの矢内原忠雄氏ですら，投獄はおろか，・警察に留置もされていないのである、

（ベンダサン・r偏人とユダヤ人』昭和4昨・．109ページ・E・B98－85）・わたし

は，20数年前，迫害関係資料を足で集めまわったとき，1古傷にふれら都たくない

という困惑した表情め人々を時々見た。クリスチャンであるがゆえに，ふつうよ

り反省が強がったのかもしれない。また自分らのことについて，人々の前で「ラ

ッパを鳴らす」のを好まぬということもあったであろう。しかし，、それだけでは

なかったと思う。’信仰の戦いに敗れたという挫折感が，特に大きな教団にあった

ようである。

　付記’・近く同志社大学人文科学研究所／キリスト教社会問題研究会編r戦時下のキリス

　　　ト教運動』’が出版さ’れ，r特高月報』噛や内務省警保局編r社会運動の状況』等から，

r　キリスト教関係ρ詳細な資料を抜き出し・㌔さらに解説を加えたものができる1さずであ

　　　る。これは3巻に分かれ，その第2巻に国立国会図書館が調査したこの資料も収めら

　　れる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊆ふじお・まさひと：総務部会計課長）
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